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鉄をドープした大型フォルステライト単結晶合成とその吸収スペクトル

Synthesis of Fe:forsterite single crystals and polarized absorption spectroscopy
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筆者らはこれまでに物性測定用の試料を得るために，大型カンラン石単結晶の合成を行ってきた．天然のカンラン石
を出発物質として，250カラットのカンラン石単結晶 (Fo97)の合成，高純度試薬を出発物質として，フォルステライト
(Mg2SiO4)および鉄をドープしたカンラン石 [(MgxFe1−x)2SiO4] の大型単結晶（3500カラットまで）の合成に成功して
いる．
本報告では鉄をドープしたカンラン石大型単結晶の合成手法，メスバウアースペクトル，および吸収スペクトルにつ

いて報告する．
単結晶合成にはチョクラルスキー（CZ）法を用いた．(Mg0.99Fe0.01)2SiO4から，(Mg0.90Fe0.10)2SiO4までの初期組成

の出発物質から合成を行った．結晶の大きさは直径 50 mm，長さ 40-105 mmとこれまでにない大きさである．合成結晶
は黄色～褐色を示し，天然のカンラン石（緑色）とは異なった色であった．EPMAによる分析の結果，結晶中の鉄の濃
度は最下部を除いて均質であることが確かめられた．
合成結晶をＸ線により方位を決定し，8× 8× 10 mm3 の大きさに試料を切り出し，吸収スペクトルを測定した．合

成結晶のスペクトルは赤外域（1000 nm付近）に大きな吸収バンドを持つ．これは天然カンラン石の吸収スペクトルに
も観察され，Fe2+による吸収である．また，合成結晶にはこれに加えて天然結晶には観察されない吸収バンドが可視域
（380-500 nm付近）に観察された．メスバウアースペクトル測定から，合成結晶には Fe3+が含まれていることも明らか
となった．合成結晶は Fe以外の遷移金属元素を含まない．よって合成結晶の吸収スペクトルに観察された可視域のバン
ドは Fe3+ の吸収によるものであるといえる．


